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○ 小川 景子（東海大学医療技術短期大学）

示説 11  太平洋戦争終結後の文部次官による没収指定図書の通牒

－さいたま赤十字看護専門学校所蔵「教育関係綴」にみるその概要－

○ 舟越 五百子（日本赤十字秋田看護大学）

示説 12  直接占領下 沖縄県の離島におけるトラコーマ感染症対策

○ 安和 やよい（名桜大学総合研究所）

名城 一枝（名桜大学）

◇第 4群（2日目 10：40～12：20 第 4会場・206） ............................................................. 2

座長： 岡山 寧子（同志社女子大学）・鷹野 朋実（日本赤十字看護大学）

示説 13  明治期における徳島県の産婆養成－規則と登録産婆の変遷から－

○ 高橋 順子・湯浅 貴実子（四国大学）
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